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「第４回革新的医薬品創出のための官民対話」
について

　革新的医薬品創出のための官民対話は、我が国における医薬品産業がさらに成長していくため、産業

界と行政のトップとアカデミアが政策対話の場を持つことにより、産業界を巡る現状や課題を共有する

ことを目的として年 1回程度非公開で開催されています。

　今回（第 4回）は、昨今の医薬品企業を取巻く環境変化を受けて、夏頃に公開予定の「医薬品産業ビジョ

ン 2021」の策定を見据えたものとなっております。まさに、我が国の医薬品産業（製造販売事業者、

卸売事業者その他の関係者）がどのような方向を目指していくべきかについての政府としての考え方を

示す目的があり、通常は新薬系団体が参加していましたが、初めて日本ジェネリック製薬協会も参加し、

5月 17 日に開催されました。

　会議では、各参加団体は行政に対して要望を表明することができます。当協会の澤井会長からは、冒頭、

ジェネリック医薬品の品質問題に端を発した不適正事案について、「お詫び」と「今後の取組みについ

ての決意」を述べていただき、その上で「医薬品産業政策の在り方について」特にジェネリック医薬品

の今後の取組について次の 3つの要望を訴えさせて頂きました。

①製造管理・品質管理等に対する信頼性の確保と安心の回復

②安定確保が持続可能となる薬価制度と流通の仕組みの構築

③「第三期医療費適正化計画終了」までに地域の使用のバラツキを解消する。

　行政からは、厚生労働大臣、厚生労働副大臣、厚生労働大臣政務官　他、医薬品業界からは、日本製

薬団体連合会会長、日本製薬工業協会会長、日本ジェネリック製薬協会会長、日本医薬品卸売業連合会

会長　他、研究機関からは、国立がん研究センター理事長　他が出席され、医薬品に関わる課題が関係

者で共有されました。これらは現在厚生労働省医政局経済課を中心に検討が進められている「医薬品産

業ビジョン 2021」に生かされます。

なお、官民対話の配布資料等は、厚生労働省ホームページに掲載されています。

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/other-isei_484683.html

J G A  N E W S 06



お知らせお知らせ

トピックス 158 号6 月
2021年
令和3年

J G A  N E W S 07



お知らせお知らせ

会員会社だよりトピックス 158 号6 月
2021年
令和3年

J G A  N E W S 08


